
１．開催日時　　令和５年７月２６日(水)１４時００分～１６時２５分

２．開催場所　　尾道市役所　２階　多目的スペース１

３．出席委員　１８人（委員総数１９人 ）

　　　会　長　　１８番　金藤　祐治

　　　副会長　　　　　    ５番　山田　　清 　１２番　村上　智彦

　　　委　員　　　１番　松浦　德和 　　２番　上峠　数博
    ４番　植原  宗哉 　　６番  村上　　正 　　７番　中司　善章　
　　８番　櫻本　訓由 　　９番　宮迫　徹也 　１０番　髙橋　泰登

　１１番　佐々木  崇 　１３番　吉原　正紀　 　１４番　松森　　智
　１５番　中司　睦枝 　１６番　江田　敏道　　　　１７番　米田　健一

　　　　　　　（欠員１人）

４．農地利用最適化推進委員の出席　１７人(推進委員総数１８人）

國近 正有　　青山 基裕　　迫　 勝善　　行廣 文徳 　 深見 和志　　檀上　 健　

須山 　猛　　柏原 　始　　藤岡 正宏　　向井 　猛　  中田千種郎　 蓼原 　勲

５．議事日程

　　　第１　議事録署名委員の指名

　　　第２　議案（審議事項）

議案第３５号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第３６号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第３７号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第３８号　農地法第５条の許可事業計画変更申請について

議案第３９号　非農地証明申請について

審議事項（２）尾道農業振興地域整備計画変更の意見について

　　　第３　議案（報告事項）

報告第３２号　農地法第４条第１項第７号の規定による転用届出に対する受理について

報告第３３号　農地法第５条第１項第６号の規定による転用届出に対する受理について

報告第３４号　農地法第５条の規定による許可処分の取消しについて

報告第３５号　農地法第１８条第６項の規定による通知について

報告第３６号　農地改良届出による通知について

報告第３７号　認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置について

　　　第４　その他

　その他

６．農業委員会事務局職員    

　　　事務局長　　市川 昌志　　

　　　事務局職員　髙橋 知佐子　中島 幸恵　土本　充　小田 充彦　豊田　詞也

７．農林水産課職員

　　　西田 弘子　　中司 真吾

尾 道 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録

報告第３１号　農地法第３条の３第１項の規定による届出に対する受理について

　 　　　　　小川 隆三　　源田 芳敎　　林原 　啓　　奥本 浩己　  宮地 眞良
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８．会議の概要

会　長 　あいさつ（省略）

議　長

議　長

事務局

　まず、最初の総会でございますので、農業委員、推進委員及び事務局職員の自己紹介をお
願いします。

　　　　　（農業委員、推進委員、事務局職員　自己紹介）

　　（議案第３５号、申請番号６９番から８２番までを議案書をもとに説明）

　申請番号６９番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は栗原町の３筆、現況地目は畑、面積は合計で４９４．５５㎡です。
　譲渡理由は相手方の要望による、譲受理由は自宅の隣接農地を自己所有にするためです。
　当該農地では、じゃがいも、枝豆、トウモロコシなどの野菜を作る申請となっておりま
す。
　この申請については、７月４日、安井委員、江良推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号７１番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は御調町市及び貝ケ原の合計９筆、現況地目は田及び畑、面積は合計で１，５４
４．９１㎡です。
　なお、譲受人は農地取得と同時に空き家も購入し、隣接する当該農地で米や野菜を作り、
自家消費する申請となっております。
　この申請については、７月５日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号７２番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は因島土生町の２筆、現況地目は畑、面積は合計で４８２㎡です。
　譲渡理由は農業廃止、譲受理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地では野菜、柑橘類を作り、自家消費する申請となっております。
　この申請については、７月６日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　それでは、議事に入れせていただきます。本日の出席者の報告をさせていただきます。
　委員総数は１９名で、本日の出席委員は１８名、欠員は１名です。定足数に達しておりま
すので、本日の総会は成立しております。

　議事録署名は１番・松浦德和委員、２番・上峠数博委員にお願いします。

　農地利用最適化推推進委員は、１８名中、出席委員は１７名です。

　議案第３５号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

　事務局より説明を求めます。

　議案書の方をご覧ください。

　それでは、これから申請に基づく議題に入ります。

　申請番号７０番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は御調町大田の１筆、現況地目は畑、面積は３５７㎡です。
　譲渡理由は遠隔地に居住するため経営縮小、譲受理由は相手方の要望によるです。
　なお、当該農地では、柑橘類を作る申請となっております。
　この申請については、７月５日、松森委員、小川推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　それでは、議案第３５号、農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。
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　申請番号７３番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は因島田熊町の１筆、現況地目は畑、面積は５７１㎡です。
　譲渡理由は高齢による経営縮小、譲受理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地では柑橘類を作り、自家消費する申請となっております。
　この申請については、７月６日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　

　申請番号７４番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は因島外浦町の１筆、現況地目は畑、面積は１５６㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能、譲受理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地では、うめ、レモン、そら豆などを作り、自家消費をする申請となってお
ります。
　この申請については、７月６日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号７５番・７６番は関連案件のため、一括して説明いたします。
　権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は因島洲江町の合計２筆、現況地目はいずれも畑、面積は合計で４９８㎡です。
　譲渡理由は農業経営の規模縮小及び農業廃止、譲受理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地では、スイカ・さつまいも・トウモロコシなどを作り、自家消費する申請
となっております。
　この申請については、７月７日、米田委員、藤岡推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号７７番、権利の種類は贈与による所有権移転です。
　申請地は因島洲江町の２筆、現況地目は畑、面積は合計で２８７㎡です。
　譲渡理由は農業経営の規模縮小、譲受理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地では、野菜、柑橘類を作り、自家消費する申請となっております。
　この申請については、７月７日、米田委員、藤岡推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号７８番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町名荷の２筆、現況地目は畑、面積は合計で９５０㎡です。
　譲渡理由は遠隔地に居住するため経営縮小、譲受理由は新規耕作者としてです。
　なお、当該農地では柑橘類を作り、自家消費する申請となっております。
　この申請については、７月７日、髙本委員、佐々木推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　申請番号７９番、権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町林の１筆、現況地目は畑、面積は１，２７７㎡です。
　譲渡理由は農業廃止、譲受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では柑橘類を作る申請となっております。
　この申請については、７月７日、髙本委員、佐々木推進委員と事務局職員で現地調査を行
いました。

　

　なお、譲受人は、それぞれ空き家を購入してセカンドハウス的に使用し、隣接する当該農
地で花と野菜を作り、自家消費する申請となっております。
　この申請については、７月７日、片山委員、植原推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号８０番、権利の種類は、売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町福田の１筆、現況地目は畑、面積は２，２９１㎡です。
　譲渡理由は農業経営の規模縮小、譲受理由は農業経営の規模拡大のためです。
　なお、当該農地では柑橘類を作る申請となっております。
　この申請については、７月７日、岡本委員、植原推進委員と事務局職員で現地調査を行い
ました。

　申請番号８１番・８２番は関連案件のため、一括して説明いたします。
　権利の種類は売買による所有権移転です。
　申請地は瀬戸田町高根の合計２筆、現況地目はいずれも畑、面積は合計で９８４㎡です。
　譲渡理由は遠隔地につき耕作不能で農業廃止、譲受理由は新規耕作者としてです。
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議　長

議　長

事務局

議　長

　　（議案第３６号、申請番号１１番を議案書をもとに説明）

　事務局より説明を求めます。

　それでは、議案第３６号、農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。

　申請番号１１番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の挙手をお願
いします。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方は挙手をしてください。

　申請番号１１番、所在は向島町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、１５３５㎡の内５
６７㎡の一部転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地であ
り、農地区分は第２種農地と考えられます。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方は挙手をしてください。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　　（補足説明、質問、意見なし）

　　（挙手多数）

　申請番号６９番から８２番までにつきましては、農地法第３条第２項各号に規定する不許
可事例には該当しないため、許可要件の全てを満たすと考えます。

　転用目的は駐車場用地で、駐車場１５区画です。
　申請人は、この度、自身の土地の一部を使用し、駐車場として利用したいというもので
す。
　今回の申請につきましては、許可なく転用が行われていたため、地元の委員活動により違
反転用を発見し、是正指導を行い、顛末書を添付され申請されました。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　申請番号６９番から８２番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　次に、議案第３６号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたしま
す。

　　（挙手多数）
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議　長

事務局

　申請内容は、ともに、売買による所有権の移転です。
　所在は美ノ郷町三成の全４筆、地目は田、農振農用地区域外、太陽光発電設備、全２か所
の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地であ
り、農地区分はその他２種と考えられます。

　申請番号６２番及び６３番につきましては、転用目的及び転用事業者が同一のため一括し
て、ご説明いたします。

　事務局より説明を求めます。

　それでは、議案第３７号、農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明いたしま
す。

　　（議案第３７号、申請番号６２番から８０番を議案書をもとに説明）

　次に、議案第３７号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたしま
す。

　申請番号６２番と６３番の申請については、７月１０日、上峠委員、笠井推進委員と事務
局職員で、申請代理人立会いの下、現地調査を行いました。

　申請番号６２番が１筆８３２㎡、申請番号６３番が３筆８９８㎡で、どちらも転用目的は
太陽光発電設備で、太陽光パネル１６２枚、発電量４９．５ｋｗが計画されています。
　譲受人は大阪市に本店を置く売電事業を営む法人であり、この度申請地を取得し、太陽光
発電設備を設置したいというもので、経済産業省によるＦＩＴ制度（固定価格買取制度）の
対象外の事業です。

　申請番号６４番及び６５番につきましては、転用目的及び転用事業者が同一のため一括し
て説明いたします。
　申請内容は、ともに売買による所有権の移転です。
　所在は御調町菅及び本の全５筆、地目は田、農振農用地区域外、太陽光発電設備全２カ所
の転用計画です。

　申請地は非線引き都市計画区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　申請番号６４番が、菅の全２筆、合計１，５３９㎡、パネル枚数１８０枚、発電量４９．
５ｋｗ、申請番号６５番が、本の全３筆、合計２，３７７㎡、１８０枚、４９．５ｋｗが計
画されています。
　譲受人は東京都に本店を置く太陽光発電事業を営む法人で、申請地を取得して、太陽光発
電設備を設置したいというもので、経済産業省によるＦＩＴ制度（固定価格買取制度）の対
象外の事業です。

　申請番号６６番～７１番の計６件につきましても、転用目的及び転用事業者が同一のため
一括して説明いたします。
　申請内容は、すべて売買による所有権の移転です。
　所在は御調町岩根の全８筆、地目は田及び畑、農振農用地区域外、太陽光発電設備、全６
基の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。

　６６番の設備①が１筆のうちの一部で、７１５㎡にパネル枚数１８０枚、６７番の設備②
が設備①の残地となる６９４㎡にパネル１８０枚、６８番の設備③が１筆で８６７㎡にパネ
ル１８０枚、６９番の設備④が全５筆で合計９１８㎡にパネル１８０枚、７０番の設備⑤が
設備④の地番２３－１と２５－１の残地の合計８５６㎡にパネル１８０枚、７１番の設備⑥
が１筆で８７８㎡にパネル１７２枚で、発電量は全て４９．５ｋｗが転用計画されていま
す。

　譲受人は、東京都に本店を置く太陽光発電事業を営む法人で、申請地を取得して、太陽光
発電設備を設置したいというもので、経済産業省によるＦＩＴ制度（固定価格買取制度）の
対象外の事業です。
　なお本件は、隣接する地域での転用面積の合計が３，０００㎡を超える規模の大きい転用
案件として、広島県の指定を受けた諮問機関であります一般社団法人広島県農業会議に意見
聴取することとなります。
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　譲受人は、向島町内に本店を置く不動産業を営む法人であり、申請地を取得し、造成後、
建築条件付きの分譲住宅用地１１区画を販売したいというもので、こちらも、関係する他の
法律として。都市計画法に基づく開発許可が見込まれております。

　本件は、建築条件付きの分譲住宅用地への転用事案ですが、この条件付きについては、こ
れまで土地の造成のみを目的とした転用は認めらてれおりませんでしたが、平成３１年３月
の改正により、住宅については、転用事業者と土地購入者が一定期間内に（おおむね３ヶ
月）土地の売買契約を交わすことや分譲地の全てを販売することができないと判断した場合
は、残地に転用事業者が自ら住宅を建設することなどの条件を付することにより分譲住宅用
地として転用が認められるようになったものでございます。

　７３番～７５番の申請については、７月４日、中司睦枝委員、林原推進委員と事務局職員
で、現地調査を行っております。

　譲受人は尾道市内に本店を置く不動産業を営む法人で、この度、隣接する宅地と空き家と
なっている住宅を同時に取得し、賃貸住宅の駐車場として宅地と一体的に利用したいという
ものです。
　なお、申請地の一部に既存建築物があることから、申請に際しては顛末書が添付されてお
ります。

　申請番号７４番、申請内容は売買による所有権の移転です。
　所在は向東町の１筆、地目は畑、農振農用地区域外、２０７㎡の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は一般住宅用地で、住宅１棟、建築面積９４．７１㎡、駐車場、合併浄化槽が計
画されています。

　譲受人は申請地を取得して、住宅を新築したいというものです。
　なお、関係する他の法律として、都市計画法に基づく建築許可が込みこまれており、他法
令との同時許可となる案件でございます。

　申請番号７５番、申請内容は売買による所有権の移転です。
　所在は向東町の２筆、地目は畑、農振農用地区域外、合計２，５６６㎡の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は分譲住宅用地で、住宅１１区画、各駐車場及び合併浄化槽が計画されていま
す。

　請番号７２番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は御調町貝ケ原の１筆、地目は田、農振農用地区域外、７８６㎡の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は太陽光発電設備で、太陽光パネル１８４枚、発電量４９．５ｋｗが計画されて
います。

　譲受人は山口県に本店を置く太陽光発電事業を営む法人で、申請地を取得して、太陽光発
電設備を設置したいというもので、経済産業省によるＦＩＴ制度（固定価格買取制度）の対
象外の事業です。

　６４番～７２番の申請については、７月５日、八津川委員、宮迫推進委員と事務局職員
で、申請代理人立会いのもと、現地調査を行っております。

　申請番号７３番、申請内容は売買による所有権の移転です。
　所在は向東町の２筆、地目は畑、農振農用地区域外、３８９㎡の転用計画です。
　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は宅地拡張で、駐車場３区画が計画されています。

　申請番号７６番～７９番の申請につきましては、関連案件のため一括して説明いたしま
す。
　申請内容は、７６・７７・７８番が売買による所有権の移転で、７９番が賃貸借による権
利の設定です。
　所在は向東町の全６筆、（備考欄に併用地について記載しておりますが、この後の事業計
画変更にて説明いたします）地目は畑、農振農用地区域外、合計１，６１６㎡の転用計画で
す。
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議　長

　事務局より説明を求めます。

　なお、関係他法令が審査中の案件となりますので、他法令が許可になり次第、許可決定す
ることといたします。

　次に、議案第３８号「農地法第５条の許可事業計画変更申請について」を議題といたしま
す。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定をすることに決しました。

　　（挙手多数）

　申請番号６２番から８０番は、原案のとおり許可決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明および質疑のある方は挙手をしてく
ださい。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　この申請については、７月４日、中司睦枝委員、林原推進委員と事務局職員で、申請代理
人立会いのもと、現地調査を行っております。

　また、申請番号６６番から７１番の案件につきましては、農業委員会ネットワーク機構へ
の意見聴取をし、許可妥当の答申後に許可決定することといたします。

　以上、全ての申請のうち、太陽光発電設備の案件につきましては、これまで、設備設置後
に、周辺農地などへの雨水の流出や、光の反射・日照等による周辺環境への影響が懸念され
ることから、令和２年８月、尾道市農業委員会として「発電設備の設置に関するガイドライ
ン」を制定いたしました。
　これにより、転用事業者に現地立ち合いを求め、排水計画についての指導や、周辺地権者
に対して事業説明を行い、設備の設置に係る同意書を求めることとしております。

　今回の太陽光発電案件においても、申請地に隣接する農地や住宅があることから、農地所
有者等に対し、申請人により事前説明がなされており、事業に対する同意書が提出されてお
ります。
　なお、一部には、農地所有者や住人との接触が困難で未提出のものもありますが、申請人
に対しては、引き続き同意書の徴取に努めるよう指導中であり、今後も指導してまいりま
す。

　申請番号８０番、申請内容は、売買による所有権の移転です。
　所在は因島中庄町の１筆、地目は畑、農振地域外、合計５６㎡の転用計画です。
　申請地は非線引き都市計画区域の用途地域内にあり、農地区分は第３種農地と考えられま
す。
　転用目的は宅地拡張で、駐車場が計画されています。
　譲受人は申請地の近隣に居住しておりますが、駐車場が不足していることから申請地を取
得し、自家用駐車場として利用したいというものです。

　この申請については、７月６日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員で、現地調査を
行っております。

　申請地は市街化調整区域にあり、農地区分はその他２種と考えられます。
　転用目的は太陽光発電設備で、太陽光パネル８００枚、発電量２４９ｋｗが計画されてい
ます。
　譲受人及び借受人は、福山市に本店を置く太陽光発電事業を営む法人で、申請地を取得し
て、太陽光発電設備を設置したいというもので、本件は経済産業省によるＦＩＴ制度（固定
価格買取制度）の対象となっており、発電事業の認定を受けた事業となっております。
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事務局

議　長

１５番委員

議　長

事務局

議　長

　令和３年資材置場の時も、間口が狭いので、絶対資材の搬入は無理だと、再度言ったんで
すけれど、前の申請者の方が小さいトラックで出入りするので大丈夫だと言われましたの
で、許可しましたが、今回行ったら、もう太陽光の設備があって、発電する蓄電器まで、電
力会社から引いてもらうような設備まで導入していました。

　立会の方に言ったんですけれど、前の申請者がしたことで、自分は事情は分かりませんと
言われました。

　最近、顛末書の案件がすごく多くなって本当に困っています。勝手に盛土をして、後です
いませんでした、というのが多い。

　先ほどの向島町の駐車場の申請についても、みかん畑だったが、カフェを経営されている
所有者が、駐車場にしていました。見回りをするときに、あそこは畑だったのにな、と思う
ところはある程度注意して見ていて、駐車場になっていたので、その方に農転を出してもら
えませんか、と伝えました。皆さんも農地を回るときに、気付いたら伝えていただけたらな
と思います。

　うちの方にも１件、今も盛土をされているところがあって、地主の方に行ったら、受けて
いる方に言ってもらえないかと。こちらからは言いにくいので、事務局に頼んで問い合わせ
をしてもらっています。ということで、盛土をされているところがあったら、少し気を付け
ていただければと思います。

　　（議案第３８号、申請番号２番を議案書をもとに説明）

　当初は土木事業用の資材置場として利用予定でありましたが、進入路が狭く、大型資材の
搬入出が困難であることから、資材置場としての利用が困難となったため、利用目的を再考
し、太陽光発電設備に変更したいというものです。
　なお、本件は、先ほど農地法第５条許可申請でご審議いただきました、申請番号７６～７
９番の併用地となっており、隣接する６筆の農地と併せて、太陽光パネル８００枚、発電量
２４９ｋｗが計画されております。

　申請番号２番、所在は向東町の１筆で、地目は介在畑で、面積は１，２９２㎡です。
　本件は、当初の転用目的でありました「資材置場用地」から「太陽光発電設備」へ目的を
変更したいというものです。
　申請地は、令和３年７月２６日付けで資材置場の目的により、農地法第５条の転用許可を
受け、同年８月に申請人が取得いたしました。

　申請番号２番は原案のとおり、許可決定することに、賛成の農業委員の方の挙手をお願い
します。

　それでは、議案第３８号、農地法第５条の許可事業変更申請について、ご説明いたしま
す。

　事務局から何かありますか。

　盛土に関しては、農地を使いやすくするための盛土であったり、住宅とか転用目的の作業
開始のための盛土だったりと、いろいろなケースがあるとは思います。もし、そのようなも
のを見た場合には、事務局の方に知らせて頂いて、手続きがとれているかどうかを確認しま
す。手続きがとれていなければ、是正指導をしていきますので、事務局にご連絡をお願いし
ます。

　他にありませんか。

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　この申請については、７月４日、中司睦枝委員、林原推進委員と事務局職員が、申請人立
会いのもと現地調査を行いました。
　現地は単管の組み立てなど、既に設置の作業にかかっていると見受けられたため、顛末書
の提出を求め、本件の承認がなされるまでは、作業を中止するよう指導しております。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方は挙手をしてください。
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事務局

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　事務局より説明を求めます。

　　（挙手多数）

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定することに決しました。

　それでは、議案第３９号、非農地証明申請について、ご説明いたします。

　　（議案第３９号、申請番号２４番から２９番までを議案書をもとに説明）

　申請番号２９番、瀬戸田町高根の１筆、現況地目は境内地、面積は２５７㎡です。
　利用状況は、申請者の父の前の住職が本申請地を所有していた昭和の終わりごろには、境
内地として一体で利用している状況です。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き都市計画区域、用途地域外です。

　この申請については、７月７日、片山委員、植原推進委員と事務局職員で現地調査を行
い、境内地に判定されました。

　申請番号２７番、２８番については、７月６日、村上正委員、宮地推進委員と事務局職員
で現地調査を行い、宅地に判定されました。

　申請番号２４番、浦崎町の１筆、現況地目は山林、面積は７６㎡です。
　利用状況は、申請者の父が昭和５０年に相続する前から耕作されておらず、現在は雑木が
繁茂している状況です。
　農振農用地区域外、第２種農地、都市計画区域外です。
　この申請については、７月１０日、髙橋委員、檀上推進委員と事務局職員で現地調査を行
い、山林に判定されました。

　申請番号２５番、御調町野間の２筆、現況地目は宅地、面積は合わせて６０６㎡です。
　利用状況は、１１０－６は大正２年頃に住居を、１１０－７は昭和２９年ごろに離れを建
築し、以後は宅地として一体的に利用している状況です。現状で１１０－７の方には離れは
すでになく、現在はバラスを引いて宅地と一体利用しています。

　申請農地は農振農用地区域外ですが、平成１７年に土地改良事業による換地処分を受けた
農地のため第１種農地に分類されますが、非農用地設定されていた土地です。都市計画区域
外です。
　この申請については、７月５日、土山委員、上推進委員と事務局職員で現地調査を行い、
宅地に判定されました。

　申請番号２６番、向島町の３筆、現況地目は山林、面積は合わせて、１，５１４㎡です。
　利用状況は、平成２年頃から耕作を放棄し、現在は雑木等が繁茂し、山林化している状況
です。
　農振農用地区域外、第２種農地、市街化調整区域内です。
　この申請については、７月４日、中司委員、奥本推進委員と事務局職員で現地調査を行
い、山林に判定されました。

　申請番号２７番、因島田熊町の１筆、現況地目は宅地、面積は５９㎡です。
　利用状況は、申請地の隣地に昭和５５年に建物を建築し、一体で利用されている状況で
す。
　農振区域外、第３種農地、非線引き都市計画区域、用途地域内です。

　申請番号２８番、因島大浜町の２筆、現況地目は宅地、面積は合わせて４２２．５７㎡で
す。
　利用状況は、昭和３０年頃に建物が建築され、現在に至っている状況です。
　農振農用地区域外、第２種農地、非線引き土地計画区域、用途地域外です。

　次に、議案第３９号「非農地証明申請ついて」を議題といたします。
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議　長

議　長

農林水産
課職員

議　長

５番委員

農林水産
課職員

　農業振興地域整備計画の運用にご協力いただき、ありがとうございます。本日、変更
（案）について、担当者から説明しますので、よろしくお願いします。

　それでは、尾道農業振興地域整備計画の変更について、説明させていただきます。

　ただいま、農林水産課より説明が終わりました。

　これより質疑に入ります。質疑のある方は挙手をしてください。

　以上が、尾道農業振興地域整備計画の変更（案）となります。

　以上で議案の説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。

　特に変える予定はないです。

　今回は除外１件、一筆となります。吉和町の農地１，０１７㎡のうち０．９１㎡を携帯電
話基地局の設置のために除外するものです。

　尾道農業振興地域整備計画書の変更箇所を示したものを添付させていただいております。
赤字になっているところが変更箇所ですが、今回は主に国勢調査が令和２年に行われた結果
を反映させており、統計値を最新のものにさせていただきました。その他、除外地番につい
て変更しています。

　事前に質問があったことについて、計画の中の「②自然条件｝のところで、「沿岸部（尾
道市）」となっているが、今全部尾道市なのでおかしいのではという指摘があり、次回以降
で検討させていただきます。また、面積について、今回除外が０．９１㎡だが、計画の中で
は面積の差が０．９１㎡より大きいので合わないという指摘がありましたが、これについて
も統計数字を平成２８年以降変更していなかったので、今回最新のものにしたところ、大き
な差が出てしまいました。

　また、「軟弱野菜」という表現について、あまり聞いたことがないという質問がありまし
たが、軟弱野菜というのは葉物野菜、ホウレンソウや小松菜等を示します。

　この説明のために農林水産課の職員が出席されていますので、農林水産課より説明を求め
ます。

　ただいま、事務局より説明が終わりました。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、補足説明のある方は挙手をしてください。

　　（補足説明、質問、意見なし）

　ないようですので、農業委員による採決に入ります。

　申請番号２４番から２９番は原案のとおり、受理決定することに、賛成の農業委員の方の
挙手をお願いします。

　　（挙手多数）

　次に、市からの意見聴取案件である審議事項（２）「尾道農業振興地域整備計画の変更に
ついて」を議題といたします。

　「軟弱野菜」の表現は変えるのか？

　農振法施行令第８条第４号農用地等及び農用地等とすることが適当な土地に含まれない土
地、施行規則第４条公益性が特に高いと認められる設備の整備に該当することによる除外で
す。以上除外１件です。

　挙手多数ですので、本件は、原案のとおり許可決定することに決しました。
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５番委員

議　長

議　長

各委員

議　長

事務局

議　長

事務局

議　長

副会長

　　（その他・連絡事項について説明）

　以上で、本日の議案の審議ならび報告事項はすべて終了いたしました。

　農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のある方は挙手をしてください。

　本日はご苦労様でした。

　それではこれをもちまして、尾道市農業委員会総会を閉会いたします。

　閉会にあたり副会長があいさつをいたします。

　長時間にわたり、慎重な審議ありがとうございました。

　報告第３１号から第３７号までを一括して審査を行います。

　　（質疑応答）

  ただいまの事務局の説明について、農業委員、農地利用最適化推進委員の方で、質疑のあ
る方は挙手をしてください。

　次に、各調査区での活動状況を報告していただきます。

　報告事案等があれば挙手のうえ報告してください。

　　（活動状況報告：省略）

　　（質問、意見なし）

　次に、事務局より、その他・連絡事項についての説明を求めます。

　質疑がないようなので、報告事項を終わります。

　次に、報告事項に入ります。

　尾道農業振興地域整備計画の変更については、異議ない旨の意見決定をすることに、賛成
の農業委員の方の挙手をお願いします。

　　（質問、意見なし）

　このままの表現で良いと思う。

　

　挙手多数ですので、本件は、異議ない旨の意見決定をすることに決しました。
　農林水産課の方、ご苦労様でした。

　　（挙手多数）

　質疑がないようですので、農業委員による採決に入ります。

　他に意見、質問等ありませんか。
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